
校訓

 ◆今年度の重点項目

明るく　正しく　たくましく

２　授業力の向上　［7-2-5-3-13構成を生かす］

●分かる、できる、楽しい授業を構築し、学力の向上・維持に努める。

・生徒指導と特別支援教育の視点で授業を構成し、児童が安心して学習できる、間違いを大切にできる望ましい集団づくりに努める。

・探求型授業の基本プロセスを意識した授業マネジメントを機能させる。

・教科・総合的な学習の時間を横断的に結び、協働的な学びの充実を図る。

・初任者研修を核として、授業を見合う会等でOJTを機能させたチーム研究の取組を推進する。

１　生徒指導の充実と適切な特別支援教育の推進

●児童にとって、「心の居場所となる学校」「絆づくりの場となる学校」とする。

・「生活安全」「交通安全」「災害安全」に係る指導を計画的に行い、「正しい行いを実行する力」を育てる。

・児童の状況を把握し、諸機関等と連携し、いじめ・不登校等の未然防止・即時対応に努める。

・温かな相互評価（友だちを認める・励ます場の設定）と適切な自己評価（気付きを促す問いかけ）で自己実現を図る。

 ・学級活動や児童会活動・学校行事等で、自己有用感を高める活動・振り返りを継続し、気づきを促す。

●児童の実態を把握し、特別支援教育に係る研修を進め、支援を必要とする児童への指導方法を工夫する。

３　健康・安全の意識化と実践

●望ましい運動習慣と生活習慣を確立し、体力の向上と生活リズムの定着を図る。

・体育の時間と長休み時間で、運動で爽快感を味わう機会を保障する。

・家庭と連携してメディア・コントロールに係る指導と啓発を継続する。

４　ふるさと教育・キャリア教育の推進

●地域学校協働活動を核とした体験活動等を通して、地域で自立的に生きるための基礎（社会性、自主性、意欲等）を育成する。

・地域人材・施設、関係機関、幼保・小・中・特別支援学校との連携を促進し、教育活動の充実を図る。

学　校　教　育　目　標

   夢を育み、生き生き学ぶ
　 　　　　　「あかしやの子」の育成

　県「学校教育の指針」

　北「指導の重点」

　市「学校教育の重点」

知･徳･体のバランスのとれた教育

を推し進めてほしい。

保護者・地域の願い

◇体力つくりに励む。

◇歩いて登下校する。

◆けがや病気、事故や

災害から身を守る。

◇好き嫌いなく食べ

る。

＜育てたい資質･能力＞

健康・安全を意識し行

動する力

やさしさを

　　行いで表す子

◇相手の気持ちを考え

た言動をする。

◆正しい行いを実行す

る。

◇誰かのために役立つ

行いをする。

◇学校を大切にする。

＜育てたい資質･能力＞

自他のよさを見付け自

主的に行動する力

令和６年度　学校経営の基本構想

能代市立第四小学校 

経　営　の　重　点

ＣＭＭ（カリマネマインド）でＰＤＣadcadcadcＡを機能させて、第四小の質の改善を続ける。
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しんぼう強く

　　　学び励む子

◇話をよく聞き、よく

考える。

◇自分の力で調べ、工

夫して伝える。

◆学び合い、高め合

う。

◇あきらめずに最後ま

でがんばる。

＜育てたい資質･能力＞

他者との協働により学

びを深化する力

みんなで目指す子ども像「あかしやの子」

あいさつがよく

　　礼儀正しい子

◆相手の目を見てあい

さつする。

◇場をわきまえた行動

をする。

◇感謝の気持ちで人に

接する。

◇あやまることができ

る。

＜育てたい資質･能力＞

よりよい生き方を考え

実践する力

からだをきたえ

  命を大切にする子

みんながのびる みんなでのびる


